
 

 

全班まとめ 
活用方法 

交流（自衛隊との交流含む） 防災 

ホール・ 

音楽機能 

・各種演芸大会（特に平日昼間） 

・各種観賞（映画、演劇、オペラ、ミュージカル、

ブラスフェスタ） 

・歌謡コンサート（自衛隊コンサート、平日、昼・

夜間２回公演） 

・部活動練習（市内学校の学園祭、吹奏楽発表会、

ダンス） 

・交流練習（自衛隊音楽隊と学校吹奏楽部、環日本

海文化交流） 

・合宿練習場所（県外・国外のアーティスト、大学・

応援の吹奏楽部） 

・市連合の音楽祭 

・ことぶき文化祭 

・音楽交流会戦（自衛隊、境高、歌合戦） 

・交流広場でビアホール 

・大きな美術展 

・自動車、電気製品の展示即売会 

・200名以内の貸ホール 

・1000人程度多目的ホール（2階は図書館、会議室） 

・600人以上入れるホール 

・自衛隊ドリル演奏会（平面利用） 

・可動式の椅子、可動ステージ 

・席に傾斜をつける 

・広いリハーサル室、楽屋 

・防音設備、音響設備の充実 

・駐車場確保 

・ボートピープル収容（1000人） 

・幼児の遊びスペース 

・出入口は後ろ 

・シャワー機能 

・災害ボランティア集合場所 

・将来の市役所と商工会議所の立

替の考慮 

・備蓄倉庫 

・避難所対応 

・可動式の椅子（音響も良く） 

・慰安文化発表 

・津波対応 

・災害時ヘリポート 

図書館機能 ・各種コーナーの設置（ミニギャラリー、絵本、自

衛隊活動、境港市の歴史展、パソコン、オンライ

ン） 

・読書会 

・子育て支援機能（子供の遊ぶスペース、読み聞か

せ、お話会、授乳コーナー） 

・ゆっくり読書のできるスペース（カーペット） 

・読書カフェの設置（スタバ） 

・受験生の勉強場所（50人分） 

 

・集会室（講演もできる広さ） 

・情報の収集発信機能（ＴＶ、ラ

ジオ、インターネット、本 

・教育用教材資料庫 

・避難所 

・書架は低く 

・カフェコーナー（水道付テーブ

ル） 

・多目的室 

・グループ活動室 

・視聴覚室コーナー 

・障害者、盲導犬に考慮 

第２回市民ワークショップの報告 

今回のワークショップでは、テーマを「みんなが集まる場をイメージしよう！」とし、 

各導入機能に対する「活用方法」及び「体育館や屋根付き広場の位置」について、意見をいただきました。 
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・多目的トイレ（おしゃれ、子供用トイレ） 

・洗濯槽（幼児や障害者用） 

・ボランティア室、ボランティア用道具 

・明るく静か、サロンのような図書館 

・コミュニティ支援 

・市民活用や市民の企業などの支援 

・音声装置 

・図書館の内容と建物の拡大 

・障害者対応 

・駐車場は中央公園から利用 

・事務室、作業室 

・郷土資料の充実、収集 

・エコエネルギー 

・自然光を多く利用、地熱利用 

・防災教育（防災関連資料の充実） 

 

会議室 

(美術展示)

機能 

 

・学生用の勉強場所 

・図書館分館 

・太鼓グループの練習会場、練習室 

・展示即売会場 

・講演会と展示会の同時開催 

・パイロットからスピーチ、発表 

・防音、間仕切り（小部屋） 

・少人数用会議室設置 

・プロジェクター、パソコン、ＬＡＮ 

・パーティー 

・美術館機能（絵画、書、陶器、写真、自衛隊の活

動パネル環日本海交流） 

・ミニ映画館機能 

・土曜日等の学習会（生け花、お茶等） 

・情報技術、通信コミュニケーション 

・自衛隊との婚活 

・スポーツ大会等 

・姿見の設置 

・控え室兼用 

・環境歴史館 併、古文書等の集

約（海軍の変セン展示コーナー） 

・市史備さん室を環境歴史館にし

て展示ホールと集約 

・災害時炊き出し 

・ペット可の避難場所 

・災害時の備品、倉庫の確保 

・避難時の宿泊機能（シャワー、

給湯、炊事） 

高齢者福祉

機能 

・高齢の機能回復や体力向上のためのコーナー 

・子どもからお年寄りまで相談できる 

・高齢者の憩いの場所（交流広場、カフェ） 

・炊事場、トイレ、お風呂、シャワー 

・ケアセンター 

・福祉事業所ワンストップ 

・カラオケ 

 

・自衛隊内部の見学 

・避難訓練 

体育館 

屋根付広場 

・皆生温泉中央公園の屋根付広場の利用状況 

・国体、インターハイ等全国大会のできるスペース 

・防災拠点 

・備蓄倉庫 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 ・車椅子バスケットボール 

・周囲に壁をつくれるように 

・多競技で共有できる床を配慮 

・各種競技対応（バレー、バスケ、バトミントン、

スカッシュ、ロッククライミング、武道館、弓道

場、剣道場、柔道場） 

・自衛隊とのスポーツ交流 

・地域の運動、ふれあいの場 

・子どものコーナー（ドッジボール、一輪車、けん

けんぱ） 

・雨天時の多目的活用（ウォーキング等） 

・高齢者スポーツ大会 

・30×60ｍ程度の広さの屋根付広場 

・ゲートボール、グラウンドゴルフ場(芝生、広さ) 

・訓練会場 

・キャンプ場 

・炊き出し 

・災害ボランティアの待機所 



 

 

 

 

 

 主な意見 

１班 ・屋根付運動広場は住宅地からなるべく離す 

・陸上競技場を屋根付にする 

２班 ・屋根付広場にはトイレも造る 

３班 ・避難時発着場（ヘリコプター） 

４班 ・高床式で２つを重ねる 

・駐車場問題 

１班 屋根付運動広場 

２班 体育館 

（住宅地の空き地） 
２班 屋根付運動広場 

３班 体育館 

２班 駐車場 

２班 駐車場 

２班 駐車場 

３班 備蓄倉庫 

３班 屋根付運動広場 

３班 避難時発着場 

４班 屋根付運動広場 

（地区外で設置検討） 

４班 体育館 

４班 駐車場 

４班 駐車場 

第２回市民ワークショップ（竜ヶ山公園周辺地区） 


